
 資料４～ ３つのステージによる評価 ～ ４．新バスシステム事業評価委員会のスキームについて（案） 

■新バスシステム事業により影響に期待ができる指標を「参考指標」として設定し、随時その状況を委員会で確認します。 

■「まちなか」と「郊外部」でそれぞれ異なる顕在化した課題を抱えていること、また、バスサービスの評価とともに、事業の透明性についても評価視点が必要であること

から、次の3 つのステージからなる「評価指標」を設定し、この指標をもとに新バスシステムを評価します。 

 
新バスシステムの評価スキーム 

評価の視点 

【ＢＲＴの事業運営状況の確認】 

公設⺠営⽅式により導⼊したＢＲＴが、適正に

事業運営されているかを評価します。 

 ⇒ＢＲＴ区間の事業収⽀ 

  ⇒ＢＲＴ区間における輸送効率  等 

   

【BRTのサービス内容の評価】 

 新たに連節バスを核として導⼊したＢＲＴが、

利⽤者にとって⾼いサービス⽔準として提供さ

れているかを評価する。 

   ⇒ＢＲＴの定時性・速達性 

   ⇒連節バスの⾛⾏性能、導⼊効果 等 

評価の視点 

【事業の適正な運営の確認】 

  運⾏事業者が、運⾏事業協定に従って適切に

運⾏しているかを確認します。 

また、本来運⾏事業者が減価償却費⽤として

負担する投資について、新潟市が投資したこと

により軽減された分が、市⺠のバスサービス向

上への投資へ還元されているかを確認します。 

   ⇒ＢＲＴ導⼊のうち、新潟市が連節バス⾞

両及び関連施設に投資した減価償却

費⽤相当分のバスサービスへの還元 

   ⇒バス事業の収⽀       等 

バス路線再編指標 事業性指標 ＢＲＴ指標 

【乗り換えの導⼊に関する評価】 

  新たに「乗り換え」が発⽣したバスサービス

について、利⽤者の動向にどのように影響を及

ぼしたかを評価します。 

   ⇒直通便、乗り換え便の乗⾞率  等 

 

【バス路線再編によるサービス内容の評価】 

  バス路線再編により実施したサービス向上

策により、利⽤者のサービス利⽤動向にどのよ

うに影響を及ぼしたかを評価します。 

   ⇒経路・便数の変更／新設路線のバス利⽤

者数の増減         等 

評価の視点 

【評価指標】 

【参考指標】 
 

【影響に期待ができる指標】 

  ⇒まちなかにおける歩⾏者交通量 

  ⇒まちへの来訪頻度、外出頻度の変化 等 

評価委員会の役割 

運行事業協定締結期間の 5年間（～平成 32 年 3月 31 日まで）における、適正な事業運

営と、利用者に沿ったバスサービスを評価・検証し、利便性向上へとつなげることで、

好循環の創出による「持続可能な公共交通体系構築」を進めるべく意見を提出 


